第七話

「くっ」
小さく呟く。陸は考えていた。この状況をどうするかを。
正直な話、デスボーグを倒すのは当初の目的では無いのでどうでもいい。まずは自分のボーグを回収しようと思い、左腕に付けたコマンダーモジュールで自分のボーグを回収しようとした。しかし

（陸！やめろ！）

陸のパートナー、エイリアンインセクトが陸の心に叫びかける。

（今俺たちを回収したら、ターゲットがお前達に行っちまう。人間はガチャボーグの何倍もでかい。全力で走れば追いつかれないハズだ。まずはカケルのボーグを回収して逃げるんだ。）
（お前はどうするんだ？）

（どうするもこうするも無い。足止めをする。カケルを連れて逃げろ。ケガしてんだろ？）

（おいおい、お前ら３人を置いてけってか？）

（馬鹿！お前はシンクロできるギリギリのとこまでしか逃げねぇんだよ。この先に駐車場があるだろ？そこの５１番のとこに俺たちが行く。そこを回収してくれればいいんだよ。もちろん遠くからな。後は人間様の脚力で逃げ切ってくれや。）

（わかった。無茶はするなよ。）

（悪いが、こっから先は被弾を覚悟してくれよ。痛いだのわめかれても謝んねぇからな。）

（勘弁してくれ）
この間７秒。シンクロ時のやりとりは短時間で複雑なことを伝えるのにとても便利なのである。

陸はモジュールで倒れている３人のカケルのニンジャボーグを回収すると、次にサスケにモジュールから出る赤いキャプチャービームを当てようとした。しかし、

バッ

サスケは素早く横に飛んで、その光線をかわしていた。

「サスケ！」

陸が困惑して叫ぶ。

「俺はエナジーが残ってるから大丈夫だ。カケルを連れて逃げろ！」

弱っていないボーグでも、味方と認識済みのモジュールでなら回収することができる。しかし、サスケはそれを拒否した。

「…」

陸はきびすを返すと、サスケの左腕を引っ張って走り出した。

ここ、秘密基地は寺田兄妹と会長が住んでいるアパートの駐車場の裏の林にある。陸が小学二年生の頃、友達とたむろしていたスペースを強引に広げ、父親の日曜大工の工具をこっそり拝借して作ったのがこの秘密基地である。犬小屋のできそこないみたいな小屋と、女の子達が持ち寄った使わなくなったドールハウスが乱立し、不思議な町が出来上がっている。

今の子供は外に出てもゲームボーイで遊んでる子供達が多く、自分からうっそうとした林に入ろうなんて思う者がいないので、この秘密基地はまだばれていない。それは寂しいことかもしれないが、陸達には好都合だった。
そして今、陸はカケルの左腕を引っ張りながらカケルにエイリアンインセクトの提案を伝えながら走っていた。
「だから！とっとと保健室行って手当てしてもらってこい。サスケのことは心配するな。俺にまかせとけ。」
走りながらも意識の半分はエイリアンインセクトの視界に行っている。さすがに、複眼の映像ではなく普通の映像が送られてくるが、距離を離しすぎたせいか、少しずつぼやけてきた。
（つっ）

腹にえぐられるような痛みを感じて陸は立ち止まる。スピナーガールのスピナーヨーヨースローがエイリアンインセクトの腹に命中したのだ。パートナーボーグの痛みはコマンダーにフィードバックする。

「犬井！先に行け！もうこれ以上離れられん！」

目の前には切れたフェンスが見える。駐車場と林を仕切るフェンスだが、そこは服を引っかけないようにきれいに切り取られ、切断面にはガムテープが貼られていた。

陸はそこでカケルから手を放すと再び秘密基地方面へと走っていった。さっきからカケルに話しかけても返事が曖昧だったが、今はそんなことより自分のボーグを救う方が先だと判断したのだ。陸のボーグはどれもスピードが速くない。駐車場まで逃げるのは無理だと考え、エイリアンインセクトを回収して逃げようと思ったのである。幸い、エイリアンインセクトもこれに賛成してくれた。
走りながら汗でずり落ちた眼鏡を元に戻して陸がぼやく。

「あー、なんで学校行く前に走んなきゃいけねーんだよ。」

足に焼けるような痛みが走る。走り疲れたのではない。エイリアンインセクトの足に敵のビームが命中したのだ。普通、フィードバックの痛みはボーグが感じているよりも弱い痛みが来るが、遠距離からのシンクロで意識を集中している分、痛みまで集中されてしまう。

「だから痛いっつーの！」

そう独りごちながらも、エイリアンインセクトのもとへ走っていく。
エイリアンインセクト達は逃げていた。後ろからは敵の射撃が容赦なく襲ってくる。そして、敵はこちらよりも素早く動くことができる。絶対絶命かに思えたが、地の利はこちらにあった。木の後ろに回り込むことで敵の攻撃を避け、敵がこちらを見つけたらまた別の木の後ろに隠れる。木を乗り継いで逃走する。それ以外に逃げる方法はなかった。
先頭を防御力の低いカンフーマスター。その後ろをノーマルナイト。さらに後ろをサスケ。しんがりにエイリアンインセクトがいた。エイリアンインセクトがインセクトボムで敵を牽制し、エイリアンインセクトの頭越しにサスケがシノビボムを投擲する。その繰り返しでしのいできたが、その作戦も限界が来ていた。シノビボムのストックが無くなったのだ。通常、どんな武器でもコマンダーから送られてくるエナジーで装填出来るのだが、今、サスケはカケルとシンクロしていない。二人の心がバラバラになっている今、サスケは持っているエナジーをやりくりするので精一杯だった。

「クソッ、追いついてくる！」

ノーマルナイトが後ろを振り返りながら言う。手に持つ剣と盾、体全体を覆う黄金色の甲冑を捨てればもっと機敏に動けるハズなのだが、それをしようとしない。いや、ナイトボーグにとってそれは無理だと言えるだろう。彼の騎士道がそれを許さないのだった。
「もう我慢できん！俺は戦うぞ！」
バキッ！

いきりたつノーマルナイトにカンフーマスターの拳が当たる。

「何をする！」

「それはこっちのセリフだ。騎士道だかなんだか知らんが、陸のエナジーに酔ってる場合じゃないだろ。急ぐぞ。」

「くっ…」

再び二人は走り出す。しかし、ノーマルナイトは心中穏やかではなかった。

（騎士が敵に背を向けていていいのか！！！）

このノーマルナイト、メガボーグにいた頃はなんの変哲も無い普通のボーグだった。本人は自分にガチャボーグとしての力があるとは知っていたが、一介のボーグに攻撃用のエナジーが与えられる訳もなく、彼は普通の生活をしていた。しかし、地球に来て、陸と出会ってしまった。陸はコマンダーバトルをするコマンダーではなかったが、もしもの時の為に戦えるボーグを選んでいた。そして、ノーマルナイトは戦う為のエナジー、GFエナジーを生まれて初めて手に入れた。彼の体は黄金色の鎧に覆われ、左手には黄金色の盾、右手にはブロードソードが現れた。それはナイトボーグの中でも最弱とも言われる武装。しかし、それはれっきとした力だった。自分の中に眠っていた力。メガボーグにいたのならば一生手に入れることのなかった力。それが彼を突き動かしていた。今まではナイトボーグとして、マスターである陸の命により秘密基地の守護をしていたが、内心他のボーグと戦ってみたいとずっと思っていた。そして、今。その時が来ていた。嗚呼、それなのに
（騎士が敵に背を向けていていいのか！！！）

そんなノーマルナイトの思いを無視し、背後から弾幕がせまる。サスケのシノビボムによる牽制が無くなった分、敵の狙いが正確になってきている。

「ぐっ」
デスボーグ・オメガⅣのビームを足に受け、エイリアンインセクトがバランスを崩し、倒れる。

「おのれ！よくも隊長を！」
もう我慢の限界だった。後ろでカンフーマスターの声が聞こえるが、彼は無視した。

「うおおおおぉぉぉぉ！」

盾を構え、敵の中に突っ込んでいく。敵オメガⅢとⅣの射撃を盾がはじく。

「くらえぇぇ！シールドスラーーーーーッシュ！」

叫びながら自らの盾をブーメランのように投げつける。しかし、目の前には敵ワイヤーガンナーが放ったワイヤーシュートが迫っていた。

「何ぃ！」

目を見開き、体をよじる。しかし、ワイヤーシュートの誘導性能は高く、避けきることはできなかった。ノーマルナイトの腹部にワイヤーシュートが命中する。

ワイヤーシュートとはワイヤーガンナーの得意技で、ワイヤーシュートが当たった相手をワイヤーガンナーが事前に決めた地点まで無理矢理引き込む技である。技自体には特に目立った破壊力がある訳ではないが、相手の行動を束縛・限定することにこの技の真骨頂がある。そして…
「ノーマルナイトぉぉぉ！」

「うわぁぁぁぁ」

目の前にはまがまがしい鉄の爪が迫っていた。

しかし！
ビュン

突然、デスボーグ・オメガの体勢が崩れ、その巨体がノーマルナイトの体にのしかかる。直撃は避けたが、これはこれで結構痛い。
「誰だ！」

サスケが叫ぶ。

「ふっふっふっ」

後ろ…つまり秘密基地方面の木陰から一人の少女が現れる。黒い帽子に黒いジャケット、黒いジーパンの上にピンクのチェック柄のスカート。ムダにたっぷりな自信と共に、その少女は名乗りを上げた。
「究極無敵のガールボーグ使い！５の２最強の美少女コマンダー黒川うさぎっ！ここに見！参！」

後ろではマナが特大のため息をついていた。

（自由奔放な）あとがき

倉庫５でgfsyousetu5がgfsyousetu1-4よりアクセス数が多いことに凄い疑問を感じているすりぷです（挨拶）

これからは基本的に１話（最低）４ページ、あとがき（だいたい）３．５ページぐらいで行きたいと思います（え？）

厳密に言うとあとがき２ページ、メールレス２ページぐらいで。ひょっとするとあとがきの方が本編より長くなることもあるかもしれません。しかし、俺は気にしません。気にしませんともっ！（オイオイ）

こっからは軽く愚痴入ります。だって、本編は他人を楽しませる物ですが、あとがきは９９％自己満足ですからっ！！！
ミニコミ誌がマジ忙しいです。勘弁。あと、大学の宿題も大杉。第七話も正直間に合わないかと思いました…。眠い…。ＦＭラジオとミニコミ誌の取材ってホント神経をすり減らします。剣道より神経使うかも。（剣道は凄く得意。二段持ってます。じ・ま・んー）
最近土曜日はデス種見て失笑した後にＮＨＫのななみを見て、昔からファンの栗コーダーの音楽に癒しを感じ（あずまんが大王のアニメ見たのも栗コーダー目当て。原作全然知らなかったけど、栗コーダーだから！って感じで見てたらいつの間にか部屋にあずまんが大王の原作が４冊…。あれ？）、さらに後のカードキャプターさくらの再放送で元気を取り戻してます。
ＣＣさくらを見るのは実は初めて。週刊少年マガジンの「ツバサ」からＣＬＡＭＰ作品読み始めたので。ヤンマガのxxxＨｏｌｉｃも好きで、全巻集めてたりします。プロットがいいですね、ホリックは。

そんな俺はＣＣさくらを小狼目当てで見てる少数派！さくら？そんな奴は知らぬ！（えー）

原作を２巻まで立ち読みしたのですが（古本屋の大判コミックコーナーにあったので読めた。少女漫画コーナーに入る勇気は無いのですよ。）、意外と面白くなくてびっくり。掲載紙の問題もあるでしょうが（そのくせ登場人物にホモ〔理由ありだが〕・レズ・真性ロリ〔純愛だけど〕・シスコンがいるので十分問題作と思うのですが。そこらへんどうよ？）、その頃のＣＬＡＭＰが単純に力不足だったのかなぁと。２巻までしか読んでないのですが、アニメ版に比べると丁寧さ等で見劣りしちゃいます。（３巻以降無茶苦茶楽しかったりして。）
まぁ、今のＣＬＡＭＰ知ってるからそう思うだけかも。贅沢？
アニメ版が凄く面白いのはマッドハウスのスタッフの力が一番大きいのでしょう。原作という「料理」を「材料」に戻して再度「料理」して名作にした。そんな感じがします。クロウカードとのファーストコンタクトから再構築してるし。やっぱマッドハウスすげーや。個人的にマッドハウス作品は大好きです。サヴァイヴとかデ・ジ・キャラットにょとか。憂鈴ちゃんときよっさんスキーでした（少数派だなぁ。ホント。）
で、第七話。
秘密基地は小学生の頃の思い出をそのまんま形にしました。本当に作ってましたよ、秘密基地。木の上に小屋のできそこない作って。友達連中とそこで馬鹿やってました。
今の子供が外でＧＢＡばっかやってるってのも事実です。運動しろよ（苦笑）。今の世代の子供は体とオツムが弱ってきてるらしいですが、こういう所に問題があると俺は思います。創造性がなくなると、頭も体も、心さえも弱くなるのですよ。悲しいなー。
カケル編は舞台背景を明白にするのと、コウに話をつなげるという二つのコンセプトをもとに書いています。第七話は思いっきり陸が中心になってますが（苦笑）。

ＧＦエナジーがボーグに与える影響、デスボーグの脅威、バトラーと委員会の存在、モジュールの機能…。そういったものを書いて後に繋げようと思っています。
あと、第七話で秘密基地の紹介がありますが、本来こういう舞台説明は最初に済ましておくべきなのです。つまり第五話に書いとけって話なのです。結構反省。今後の課題ですね。

あと今回話があんまし前進してないです。う～ん…。

来週はうさぎが活躍します。お楽しみに。
メールレス

えー、幸運にも３通のメールを頂きました。と言うわけでレス！
「面白かったです」みたいな箇所はもう、全部マジありがとうってことで省略します。質問やツッコミをメインにピックアップしてレスします。
北辰太郎様
＞敢えて不満な点を挙げるとすれば、ちょっと説明部分が混みがちで日常・情景描写に欠けているところですかね。例えば『委員会の説明→デスフォースの襲撃』の場合、説明をようやく呑み込んだところで展開が急変しますから、読者的には『元々の平和な雰囲気が分からないので、デスフォース襲撃の脅威にもピンと来ない』のですよ。
＞委員会のボーグたちが普段如何に平和な暮らしをしているかの日常描写があればとは思いました。
メールありがとうございます。

はい、第六話の説明部分が混みがちなのは第五話で説明が少なすぎたのを反省して、説明を多めにしすぎたのが原因です。第六話は６ページありますが、実は元々４ページでした。説明を詳しくしてたらページ数増えちゃいまして…。読みにくくなったってのは薄々気づいてたのですが、自分の文章力ではあれが限界でした。それと、書く前に友達から借りたストレイト・ジャケットっていう小説読んだのも原因の一つかも。（ストジャケは説明文多いけど読みやすくてステキ。）
説明をようやく呑み込んだところで展開が急変するのも確かにわかりにくい要因の一つ（っつーか最大の原因）だと思います。しかし、日常描写をチマチマやってると話が前に進まないのも事実。主役はカケルじゃないし（前と言ってること違くない？）。

あと、平和な暮らしを少しでも表現できたらと思って第五話にカケルが先生、マナは裁縫で難民ボーグに貢献していることを加えました。自分の力量ではこれが精一杯。
＞普段デスフォースに何ら脅威を感じていない我々ＧＦコマンダーが読み手となる以上、そのギャップを埋めないといけないわけで。
＞ですので今後、『小説を読むのはレア狩りに勤しむような猛者ＧＦコマンダー』だという事を意識してみてはどうでしょうか。

これは正直賛同しかねます。ゲームの都合上、デスボーグが弱いと感じるのは仕方ないですが、コウじゃない人からすればデスボーグは十二分に脅威だということはストーリーからもわかります。ですので、猛者コマンダー視点を考える予定はありません。スミマセン。
＞ところで、これで自分も小説執筆を趣味にしているような手合いでして。意欲的なすりぷさんに関心すると同時に、触発されますね。いい刺激をありがとうございます。

ありがとうございます。同じＳＳ書きとして、お互いがんばりましょう！
北辰太郎様は８０６文字もの長いメールを送ってくださいました。一番乗りで、しかもいいメールだったので例外的にメールでもレスを返しました。感謝。
すりぷ的に、人間は自分の欠点は見えないけど、他人の欠点はよく見えている生き物だと思うので、自分の作品を客観視してもらえると大変助かります。自分じゃ見えないものって多いですし。（でも他のサイトの感想にそういうこと送っちゃ駄目ですよ。不満点送られて喜ぶ人はホント少数派ですから！！！）
ゲーム好き名無し様
＞１８禁小説キボンヌ

メールありがとうございます。

１８禁…？激しく嫌です。あまり版権物１８禁好きじゃないし。ペド嫌いだし。

幼稚園のバイト経験があるので、児童を性的な視点で見るの嫌いなんです。

これは全世界の人がそうなれ、そうあるべきだとかじゃなくて、俺個人の嗜好です。ちょうどＳＴＧが好きだとかＲＰＧが嫌いだみたいな。版権物１８禁が好みじゃないのは原作者が不快な思いするかなーって心のすみっちょの方で考えちゃうからです。思い入れのある作品だと特に。萌えより燃えの人なので。スミマセン。

メノウ様
＞昔書いてた長編って何ですか？
メールありがとうございます。
昔書いた長編ＳＳはデジモンアドベンチャー、デジモンテイマーズ、ヨコハマ買い出し紀行の三作品です。デジモンはバトル物を３つ。ヨコハマでは恋愛物を。恋愛物書いたのは吉本ばななさんの小説読んでたのが原因かも。完成度は自分の中ではかなり高い方だと思ってます。大学受験の前だから一年以上前ですね。最後に書いたの。
どの版権ＳＳ書くときも気をつけているのが、そのキャラクターが絶対にしないようなことは理由がない限りさせないこと。これにつきます。おいおい、こいつそんな奴じゃないだろ。って感じがしたらもう別人というか違和感バリバリというか。いつもそうならないように作ってます。あ、だから版権１８禁嫌いなのかも。絶対しないようなことをしてるわけだし。なんか納得。
最後に。大手絵サイトを見てよく思うのですが、来客数とＷＥＢ拍手や掲示板のゲスト感想、メール等の反応を示す手段を使っている人の人数にえらい差があると思うのですよ。何か作品を作ったことがある人ならわかると思うのですが、「がんばって」と言われるだけで無性に作り手は嬉しくなります。読み手として、作り手には極力感謝の気持ちを伝えた方がいいんじゃないかと俺は思います。絵サイトとかで絵を見て、面白い、凄いと思ったら掲示板でゲストとして感想言ったり、ＷＥＢ拍手でがんばれって書き込んだりするのはとても重要だと思うのです。アクセス数が多い事よりも、反応が多い方が絵師の方々は元気になりますよ。別にすりぷにメール送ってくれーって話じゃなくて、満足させてもらったサイトには感謝の意を示しましょうって話です。絵サイトだけじゃなく、日頃見てるニュースサイトにも励ましのメールやゲストカキコをしてあげてください。管理人が元気になるとやる気も出てサイトも面白くなりますし。
とか言いつつ自分のアドレス貼っちゃうの。

sdpyosdp_singo829slip@docomo.ne.jp

↑すりぷのアドレスです。コピーして貼り付けちゃってください。感想希望！携帯電話用ですよー。
